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　冠水した道路を車で
走るのは危険です。水
がエンジンまで達する
と、止まる恐れがある

　高齢者や障がい者、
子どもなど、手助けが
必要な方がいます。
　近所で協力し、早め
の避難を促しましょう。
　

避難所と道順を確認 歩いて避難

助け合い２人以上で避難

水害が
起きたと

きは

　途中でけがをし
たときなど、１人
では危険です。
　家族や近所の皆
さんと一緒に避難
しましょう。

●近くの建物の高
層階へ逃げる
●山や崖がある場
合は、反対側の部
屋へ逃げる

呼び掛けの内容 状況 皆さんの行動
避難
準備
情報

大雨・洪水警報が
出ました
避難の準備をして
ください

人的被害が発
生する恐れが
高い

いつでも避難できるように準
備をしましょう
＊高齢者や障がい者、子ども
など、避難に時間がかかる方
は避難を始めてください。

避難
勧告

避難勧告が出され
ました
洪水の恐れがあり
ます。避難を始め
てください

人的被害が発
生する恐れが
明らかに高い
＊避難が必要
な段階です。

指定された避難場所へ向かい
ましょう
＊歩いて避難してください。

避難
指示

避難指示が出され
ました
洪水の危険が迫っ
ています。直ちに
避難してください

人的被害が発
生する恐れが
非常に高いか、
すでに発生し
ている

すぐに、指定された避難場所
へ向かいましょう
＊歩いて避難してください。

からです。水圧でドアが開かなくなって
閉じ込められる可能性もあります。

　テレビやラジオ、インターネットで気
象情報を入手しましょう。

昭和56年に起きた水害では、道道江
別恵庭線（中央１・３丁目）が冠水
し、水位が大人の膝を超えました

　自然災害の発生や、その恐れがあるとき、市は避難準
備情報、避難勧告、避難指示を発令します。
　生命を守るため、余裕を持って避難しましょう。日頃
の備えと、早め早めの行動が大切です。

　避難勧告・指示が出された地域には、危険が迫っていま
す。市や消防、警察などの指示に従って行動しましょう。

ま

　みんなで安全
に避難できるよ
う、避難所と道
順を再確認しま
しょう。

　また、市や消防
などから避難が呼
び掛けられていな
いか、注意しまし
ょう。
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　防災ガイドブックなどで、避難所と避
難経路を確認しましょう。
　経路は、高い場所にある道路を選んで
ください。道路が冠水すると、マンホー
ルや側溝、段差などが見えず危険です。

名称 所在地

東
部
地
区

東部小学校 中央４丁目4
北の台小学校 共栄町４丁目6-1
東部中学校 美咲き野１丁目12-1
北広島高校 共栄305-3
総合体育館 共栄315-2
中央公民館 朝日町５丁目1-1

東記念館 朝日町５丁目1-2
稲穂保育園 稲穂町東１丁目6-1

北
広
島
団
地
地
区

地域サポートセンター
ともに（旧緑陽小学校）緑陽町１丁目2

緑陽中学校 緑陽町３丁目4
緑ヶ丘小学校 高台町２丁目1
すずらん保育園 高台町７丁目4
団地住民センター 泉町１丁目1
双葉小学校 若葉町３丁目12
広葉交流センター
（旧広葉小学校） 広葉町３丁目1

広葉中学校 広葉町５丁目1
すみれ保育園 広葉町２丁目4-1

西
の
里
地
区

西の里小学校 西の里401
西の里中学校 西の里790-1
西の里ファミリー体育館 西の里南１丁目2-3
西の里会館 西の里南１丁目2-2
北広島西高校 西の里東３丁目3-3
札幌日大高校 虹ヶ丘５丁目7-1

大
曲
地
区

大曲小学校 大曲柏葉２丁目14-6
大曲東小学校 大曲光２丁目8
大曲中学校 大曲中央２丁目4-1
大曲ファミリー体育館 大曲中央２丁目4-3
大曲会館 大曲中央２丁目4-5
大曲ふれあいプラザ 大曲工業団地７丁目3-1
夢プラザ 大曲370-2

西
部
地
区

西部小学校 輪厚508-3
西部中学校 輪厚中央１丁目12
輪厚児童体育館 輪厚中央４丁目12-19

◆◇◆◇◆ 収容避難所 ◆◇◆◇◆

「もしかしたら」の心構えを

＊平成27年４月末までは、利用できません。

日頃から

　防災に関する相談や出前講座を開催しています。
自主防災組織へは、救助工具セットの無償貸与や防
災資機材を整備する費用を助成しています。

◆◇◆ 地域の防災活動を支援 ◆◇◆

　日頃から、自分が住んでいる地域の
特性を把握しておきましょう。近くに
河川がある、崖のそばなど、地域によ
って災害が発生したときに必要な行動
は異なります。　
　また、非常持出品を用意したり、家
族との連絡方法を確認したりしておく
ことも重要です。事前に準備すること
で、いざというときに落ち着いて行動
できます。災害には、「もしかしたら」
の心構えを持って備えましょう。

地域防災マスター
澤崎道嗣さん
（山手町）

◆◇◆ 地震で避難するときは ◆◇◆

●ヘルメット・帽子・防災
頭巾などで頭を保護
●手袋、運動靴、長袖・長
ズボンなど肌を露出しない
服装

　建物の倒壊・火災の発生や、倒れた電柱・切れた
電線で感電する危険があります。

　日頃から、家族との連絡方法
を決めておくことも大切です。

●飲料水、非常食、懐中電灯、雨具、着替
え、小銭、保険証、携帯ラジオ、携帯電話
（充電器）など
●リュックサックなど背負える物に入れる
　家族みんなが分かるところに準備してお
きましょう。

危険です。

●夏でも帽子・手袋・長袖・長ズボン
　流木や落下物から頭・体を保護するためです。
●長靴は危険な場合がある
　膝近くまで冠水している場合、長靴の中に水が入
って動きにくくなり、危険です。


